
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科：情報  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

定期考査 ○ ○ 1

13

情報社会の問題解決
【知識及び技能】
情報の特性やメディアのメリットデメリットをふ
まえメディアが人や社会に果たす役割と影響を理
解する。問題解決の流れを理解し、情報技術を活
用して問題を発見・解決できる技能を身に付け
る。情報社会における著作権侵害について理解
し、著作権者の権利を守りながら著作物を利用す
るための方法を理解する。個人情報やサイバー犯
罪、情報セキュリティの重要性を理解し、情報や
情報技術を活用して問題を発見・解決する技能を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用して問題を発見・解決する方法につ
いて考えることができる。また、情報に関する法
規や制度の重要性、情報社会における個人の責任
及び情報モラルについて、それらの背景を科学的
に捉え、考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報社会における問題の発見・解決に、情報と情
報技術を適切かつ効果的に活用しようとする。ま
た，自己調整しながら解決する過程や解決案を自
ら評価し改善しようとする。情報モラルに配慮し
て情報社会に主体的に参画し、情報社会の問題解
決を通して、望ましい情報社会の構築に寄与しよ
うとする。

・情報の特性
・メディアの特性
・問題解決の考え方
・法の重要性と意義
（知的財産等）
・法の重要性と意義
（個人情報）
・情報社会と情報セ
キュリティ
・情報技術の発展によ
る生活の変化
・情報技術の発展によ
る社会の変化

情報社会の問題解決
【知識及び技能】
情報の特性やメディアのメリットデメリットをふまえ
メディアが人や社会に果たす役割と影響を理解してい
る。問題解決の流れを理解し、情報技術を活用して問
題を発見・解決できる技能を身に付けている。情報社
会における著作権侵害について理解し、著作権者の権
利を守りながら著作物を利用するための方法を理解し
ている。個人情報やサイバー犯罪、情報セキュリティ
の重要性を理解し、情報や情報技術を活用して問題を
発見・解決する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切かつ効果
的に活用して問題を発見・解決する方法について考え
ている。また、情報に関する法規や制度の重要性、情
報社会における個人の責任及び情報モラルについて、
それらの背景を科学的に捉えようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報社会における問題の発見・解決に、情報と情報技
術を適切かつ効果的に活用しようとしている。また、
自己調整しながら解決する過程や解決案を自ら評価し
改善しようとしている。情報モラルに配慮して情報社
会に主体的に参画し、情報社会の問題解決を通して、
望ましい情報社会の構築に寄与しようとしている。

○ ○ ○

・メディアとコミュニ
ケーション
・情報のデジタル化
・アナログとデジタル
・2進数・10進数・16進
数
・データの圧縮
・音・画像・動画のデ
ジタル化
・情報デザイン

コミュニケーションと情報デザイン
【知識及び技能】
コミュニケーションの特性を理解し、ブロードバンド
や携帯電話等の無線通信技術の発展について理解して
いる。文字や画像、動画などのディジタル化の仕組み
について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
インターネットの特性を踏まえ、情報の信憑性を判断
し、目的に応じたメディアを選択できている。
【学びに向かう力、人間性等】
メディアの発達により生じた課題について主体的に考
えようとし、普段使っているコミュニケーションの手
段についてその特性を積極的に考えようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 2

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

情報社会に生きるわたしたち
【知識及び技能】
情報について学ぶ意義や情報Ⅰで学ぶ内容を理解
し、情報社会の問題解決の考え方が他の単元の学
習にも生かされることを理解する。コンピュータ
の基本的な扱いやセキュリティ、モラルに関する
既習事項について確認する。
【思考力、判断力、表現力等】
社会の状況を踏まえて、各学習テーマに対応した
問題の解決策を考える。また、現在の自分の知識
や技能のうち不足しているところを補う方法を考
える。
【学びに向かう力、人間性等】
学ぶ内容と社会における問題解決を関連づけてと
らえる。既習事項の到達度を踏まえて、すべての
事項において自身が持てるようにする。

・情報について学ぶ意
義
・情報Ⅰで学ぶこと
・情報の技術
・情報モラル
・ワークシート
・一人１台端末の活用
等

情報社会に生きるわたしたち
【知識及び技能】
情報について学ぶ意義や情報Ⅰで学ぶ内容を理解し、
情報社会の問題解決の考え方が他の単元の学習にも生
かされることを理解している。コンピュータの基本的
な扱いやセキュリティ、モラルに関する既習事項につ
いて確認し、基礎的なセキュリティ対策ができてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】　社会の状況を踏まえ
て、各学習テーマに対応した問題の解決策を考えてい
る。また、現在の自分の知識や技能のうち不足してい
るところを補う方法を考えている。
【学びに向かう力、人間性等】
学ぶ内容と社会における問題解決を関連づけてとらえ
ようとしている。既習事項の到達度を踏まえて、すべ
ての事項において自身が持てるようにしている。

○

10

コミュニケーションと情報デザイン
【知識及び技能】
コミュニケーションの特性を理解し、ブロードバ
ンドや携帯電話等の無線通信技術の発展について
理解する。文字や画像、動画などのディジタル化
の仕組みについて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
インターネットの特性を踏まえ、情報の信憑性を
判断し、目的に応じたメディアを選択できる。
【学びに向かう力、人間性等】
メディアの発達により生じた課題について主体的
に考え、普段使っているコミュニケーションの手
段についてその特性を積極的に考えようとする。

態
配当
時数

効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータ
の活用について理解を深め技能を習得するとともに，情報社
会と人との関わりについて理解を深めるようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして
捉え，問題の発見・解決に向けて情報と
情報技術を適切かつ効果的に活用する力
を養う。

情報と情報技術を適切に活用するとともに，
情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報

【 知　識　及　び　技　能 】
情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得する
とともに，情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報Ⅰ

情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ
効果的に活用する力を養う。

（1～7組：立岩）
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1

合計

70

３
学
期

情報通信ネットワークとデータの活用
【知識及び技能】
情報通信ネットワークを構成する要素とその役
割、重要性を理解し、情報セキュリティを適切に
実行できる技能を身に付ける。情報システムと
データベースの関係について理解し、その活用方
法を理解する。データ分析の手順を理解し、デー
タの種類によって分析方法もさまざまであること
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
情報セキュリティについて仕組みを知り、適切な
使用を判断できる。情報システムから得られる情
報について調査し、どの分野に応用されているか
を考えることができる。データ収集方法によるメ
リットデメリットを判断し、適切な方法でデータ
を収集できる。表計算ソフトウェアを使用して
データの分析・表現をすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
情報通信ネットワークを適切かつ効果的に活用し
ようとし、情報システムでDBMSが利用されている
活用例を主体的に調べ、理解を深めようとする。
因果関係や相関関係のあるデータに注目し、関係
性がなぜ導き出されるのか考えようとする。

・コンピュータネット
ワークプロトコル
・暗号化のしくみ
・データベース管理シ
ステムとデータモデル
・数値データ・テキス
トデータの分析
・ワークシート
・一人１台端末の活用
等

情報通信ネットワークとデータの活用
【知識及び技能】
情報通信ネットワークを構成する要素とその役割、重
要性を理解し、情報セキュリティを適切に実行できる
技能を身に付けている。情報システムとデータベース
の関係について理解し、その活用方法を理解してい
る。データ分析の手順を理解し、データの種類によっ
て分析方法もさまざまであることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
情報セキュリティについて仕組みを知り、適切な使用
を判断できている。情報システムから得られる情報に
ついて調査し、どの分野に応用されているかを考える
ことができている。データ収集方法によるメリットデ
メリットを判断し、適切な方法でデータを収集できて
いる。表計算ソフトウェアを使用してデータの分析・
表現をすることができている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報通信ネットワークを適切かつ効果的に活用しよう
とし、情報システムでDBMSが利用されている活用例を
主体的に調べ、理解を深めようとしている。因果関係
や相関関係のあるデータに注目し、関係性がなぜ導き
出されるのか考えようとしている。

○ ○ ○ 15

定期考査

○ ○

○ ○ 9

○ 18

○ 1

２
学
期

コミュニケーションと情報デザイン
【知識及び技能】
情報デザインの作業手順について理解し、デザイ
ンの要件に必要な事項を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
メディアにあった表現を考え、情報デザインによ
り解決できそうな問題を選ぶことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
デザイン要件の定義について積極的に話し合い、
他者からのアイディアを尊重しながら問題を解決
しようとする。

・情報デザインのプロ
セスと問題の発見
・デザインの要件と設
計・試作
・ワークシート
・一人１台端末の活用
等

コミュニケーションと情報デザイン
【知識及び技能】
情報デザインの作業手順について理解し、デザインの
要件に必要な事項を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
メディアにあった表現を考え、情報デザインにより解
決できそうな問題を選ぶことができている。
【学びに向かう力、人間性等】
デザイン要件の定義について積極的に話し合い、他者
からのアイディアを尊重しながら問題を解決しようと
している。

○

コンピュータとプログラミング
【知識及び技能】
コンピュータの構成を理解し、アルゴリズムとプ
ログラムの関係を理解する。プログラミングに
よってコンピュータを活用する技術を身に付け
る。モデル化とシミュレーションの手順を理解
し、モデルを使ってシミュレーションを行う技能
を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
基本構造を組み合わせてアルゴリズムを構造化す
ることができ、アルゴリズムを図や表で表現して
可視化することができる。プログラムの構成要素
から効果的な利用法を考えることができる。プロ
グラムを用いて目的に応じたシミュレーションを
適切に行い、フィードバックできる。
【学びに向かう力、人間性等】
コンピュータのスペックを調べる課題に積極的に
取り組み、身の回りにあるコンピュータで処理で
きるような事例を自ら考えようとする。身近な問
題の解決にプログラムを積極的に活用しようとす
る。シミュレーションの結果をもとに試行錯誤を
しながら粘り強く改善しようとする

・コンピュータのしく
み
・アルゴリズムの基本
と表現方法
・アプリケーションの
開発
・モデル化とシミュ
レーションコンピュー
タを利用したシミュ
レーション
・ワークシート
・一人１台端末の活用
等

コンピュータとプログラミング
【知識及び技能】
コンピュータの構成を理解し、アルゴリズムとプログ
ラムの関係を理解している。プログラミングによって
コンピュータを活用する技術を身に付けている。モデ
ル化とシミュレーションの手順を理解し、モデルを
使ってシミュレーションを行う技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
基本構造を組み合わせてアルゴリズムを構造化するこ
とができ、アルゴリズムを図や表で表現して可視化す
ることができる。プログラムの構成要素から効果的な
利用法を考えることができている。プログラムを用い
て目的に応じたシミュレーションを適切に行い、
フィードバックできている。
【学びに向かう力、人間性等】
コンピュータのスペックを調べる課題に積極的に取り
組み、身の回りにあるコンピュータで処理できるよう
な事例を自ら考えようとしている。身近な問題の解決
にプログラムを積極的に活用しようとしている。シ
ミュレーションの結果をもとに試行錯誤をしながら粘
り強く改善しようとしている。

○

定期考査 ○

○


